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問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
に
よ
る
国

民
健
康
保
険
料
の
減
免
申

請
に
際
し
、
本
市
で
は
従

来
の
減
免
申
請
書
を
使
用

し
て
い
る
た
め
、
利
用
者

の
混
乱
を
招
い
て
い
る
。

ま
た
国
保
料
と
介
護
保
険

料
と
で
別
途
申
請
書
類
へ

の
記
入
を
要
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
減
免
は
、
様
式
を

統
一
し
た
申
請
用
紙
を
新

た
に
つ
く
る
べ
き
。

答　
コ
ロ
ナ
減
免
だ
け

で
な
く
従
来
の
国
保

減
免
制
度
も
一
括
審
査
で

き
る
よ
う
、
申
請
の
手
間

を
最
小
限
に
す
る
た
め
考

慮
し
た
も
の
。
コ
ロ
ナ
減

免
の
み
申
請
す
る
場
合
は
、

窓
口
で
記
入
説
明
を
行
い

柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
国
保
と
介
護
保
険
で

は
加
入
者
の
収
入
形
態
が

異
な
る
こ
と
が
多
く
、
申

請
書
は
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ

設
け
て
い
る
。
今
後
の
書

類
統
一
は
申
請
者
の
利
便

性
を
中
心
に
検
討
し
た
い
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
市
内
商
工
業
者
の

経
営
が
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
市
の
、
城
陽

が
ん
ば
る
事
業
者
支
援
給

付
金
事
業
の
実
績
と
評
価
、

再
給
付
の
考
え
は
。

答　
売
上
げ
が
前
年
同

月
比
15
％
以
上
減
少

し
た
事
業
者
に
対
し
、
令

和
２
年
８
月
17
日
か
ら
12

月
28
日
ま
で
の
間
で
１
３

４
５
件
、
総
額
で
１
億
３

４
５
０
万
円
を
給
付
し
た
。

各
事
業
者
に
と
り
、
有
効

な
支
援
策
だ
っ
た
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
引
き
続

き
必
要
な
支
援
策
に
つ
い

て
は
、
財
源
を
含
め
検
討

し
て
い
き
た
い
。

市
内
事
業
者
支
援
給
付
の
再
実
施
は
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問　
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
城

陽
に
お
け
る
当
初
の

雇
用
見
込
み
と
城
陽
市
民

の
雇
用
実
態
は
。
正
規
雇

用
を
広
げ
、
若
年
層
が
市

に
定
着
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
を
。

答　
総
数
約
１
７
０
０

人
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
令
和
３
年
１
月
時
点

の
立
地
企
業
へ
の
聞
き
取

り
結
果
で
は
、
雇
用
数
は

約
２
０
６
０
人
。
こ
の
う

ち
城
陽
市
民
は
約
６
３
０

人
で
、
そ
の
中
で
正
規
雇

用
数
は
約
１
２
０
人
と
な

っ
て
い
る
。

問　
①
新
名
神
高
速
道

路
・
東
部
丘
陵
線
の

供
用
や
東
部
丘
陵
地
先
行

整
備
に
伴
い
、
交
通
渋
滞

が
予
測
さ
れ
る
が
、
対
策

は
②
城
陽
井
手
木
津
川
バ

イ
パ
ス
の
開
通
時
期
は
。

答　
①
プ
レ
ミ
ア
ム
・

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
な
ど

先
行
整
備
地
区
の
ま
ち
び

ら
き
ま
で
に
、
新
名
神
供

用
に
併
せ
て
国
道
24
号
寺

田
拡
幅
事
業
、
城
陽
橋
を

含
む
府
道
山
城
総
合
運
動

公
園
城
陽
線
、
東
部
丘
陵

地
内
の
都
市
計
画
道
路
東

部
丘
陵
線
、
国
道
３
０
７

号
奈
島
拡
幅
事
業
等
が
整

備
さ
れ
、
城
陽
Ⅰ
Ｃ
～

（
仮
称
）
宇
治
田
原
Ｉ
Ｃ

間
に
４
車
線
の
東
西
幹
線

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
。
ま
た
広
域
交
通
処
理

と
し
て
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
も
設
置
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
道
路
交
通
網

の
整
備
に
よ
り
、
大
き
な

交
通
の
流
れ
が
確
保
で
き

る
と
見
て
い
る
②
現
時
点

で
未
定
だ
が
、
早
期
完
成

を
要
望
し
、
最
大
限
協
力

す
る
。

東
部
丘
陵
地
の
交
通
渋
滞
対
策
は
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問　
府
は
大
雨
・
台
風

に
備
え
、
災
害
発
生

時
、
い
つ
、
ど
こ
に
避
難

す
る
か
、
状
況
に
応
じ
次

善
の
避
難
場
所
の
選
択
も

含
め
一
目
で
わ
か
る
よ
う

に
し
た
災
害
避
難
カ
ー
ド

作
成
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

城
陽
市
版
カ
ー
ド
作
成
へ

の
取
り
組
み
状
況
は
。

答　
現
在
、
校
区
自
主

防
災
組
織
に
お
い
て
、

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
い
つ
、

ど
こ
へ
、
ど
の
よ
う
に
避

難
す
る
か
を
定
め
て
お
く

計
画
）
作
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
避
難
カ
ー
ド
は

基
本
的
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
簡
易
版
に
当
た
る
も
の

で
、
府
は
両
者
い
ず
れ
の

作
成
も
推
進
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
市
と
し
て
は
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
と
同
時
に
活

用
を
進
め
る
考
え
で
あ
り
、

既
に
令
和
２
年
６
月
の
広

報
じ
ょ
う
よ
う
で
、
避
難

カ
ー
ド
の
紹
介
・
説
明
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
水
害
に
備
え
た
事

前
準
備
の
１
つ
と
し

て
、
平
面
マ
ッ
プ
で
は
つ

か
み
に
く
い
災
害
の
イ
メ

ー
ジ
を
明
確
に
し
、
市
民

の
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
、
電
柱
等
へ
の
浸
水
深

標
示
を
積
極
的
に
進
め
る

べ
き
。
小
学
校
だ
け
で
な

く
、
市
役
所
や
コ
ミ
セ
ン
、

高
齢
者
施
設
の
横
に
も
標

示
を
行
う
考
え
は
。

答　
本
市
は
国
の
、
ま

る
ご
と
ま
ち
づ
く
り

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
事
業
に

よ
り
、
平
成
26
年
以
降
、

浸
水
想
定
区
域
内
の
指
定

避
難
所
に
お
い
て
浸
水
深

の
標
示
を
設
置
し
て
お
り
、

今
後
も
順
次
設
置
す
べ
く

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

城
陽
版
の
災
害
避
難
カ
ー
ド
作
成
は
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